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【提出日】平成26年2月10日(2014.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）潤滑粘度の油と、
　（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり２０～３００重量部
のチタンと、
　（ｃ）油溶性モリブデン含有材料の形態における１００万重量部当たり４０～５００重
量部のモリブデンと、
　（ｄ）０．３～３重量パーセントのヒンダードフェノール性酸化防止剤と、
　少なくとも１つの添加剤であって、
　　（ｅ）耐摩耗剤、および
　　（ｆ）分散剤
　からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤と
を含む潤滑組成物。
【請求項２】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン（ＩＶ）アルコキシドもしくはチタン（ＩＶ）カ
ルボキシレートまたはその混合物を含む、請求項１に記載の潤滑組成物。
【請求項３】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン（ＩＶ）イソプロポキシドもしくはチタン（ＩＶ
）２－エチルヘキソキシドまたはその混合物を含む、請求項１または請求項２に記載の潤
滑組成物。
【請求項４】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン改質分散剤を含む、請求項１または請求項２に記
載の潤滑組成物。
【請求項５】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドとヒドロカルビル置換無水コハク酸
との反応生成物を含む、請求項１または請求項２のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項６】
　前記チタンの量が、１００万重量部当たり５０～１４０重量部である、請求項１から５
のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項７】
　前記油溶性モリブデン含有材料が、モリブデンヒドロカルビルジチオカルバメートを含
む、請求項１から６のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項８】
　前記モリブデンの量が、１００万重量部当たり７０～１５０重量部である、請求項１か
ら７のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項９】
　前記ヒンダードフェノール性酸化防止剤が、ヒンダードフェノール性エステル酸化防止
剤を含む、請求項１から８のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項１０】
　前記フェノール性酸化防止剤の量が、０．７～２．０重量パーセントである、請求項１
から９のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項１１】
　前記組成物中のリンの量が、１００万重量部当たり１０００重量部未満である、請求項
１から１０のいずれかに記載の潤滑組成物。
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【請求項１２】
　前記潤滑組成物中の前記チタンの量が、１００万重量部当たり５０～１４０重量部であ
り、前記潤滑組成物中の前記モリブデンの量が、１００万重量部当たり７０～１５０重量
部であり、前記ヒンダードフェノール性酸化防止剤が、ヒンダードフェノール性エステル
酸化防止剤を含み、０．７～２．０重量パーセントの量で存在し、前記潤滑組成物中の前
記リンの量が、１００万重量部当たり１０００重量部未満であり、前記油溶性チタン化合
物がチタンアルコキシドを含む、請求項１から１１のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項１３】
　（ｇ）前記組成物に対して１００万重量部当たり１００～２０００重量部のナトリウム
を付与する量のナトリウム含有清浄剤をさらに含む、請求項１から１２のいずれかに記載
の潤滑組成物。
【請求項１４】
　（ｈ）０．１～２．０重量パーセントの、ヒドロキシカルボン酸またはそのエステル、
アミド、イミドもしくは塩、または複数の先の官能基を有するその誘導体を含む成分をさ
らに含む、請求項１から１３のいずれかに記載の潤滑組成物。
【請求項１５】
　内燃機関に、請求項１から１４のいずれかに記載の潤滑組成物を供給するステップを含
む、前記内燃機関を潤滑する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００６－０２１７２７１号明細書
【特許文献２】米国特許第７，６１５，５２０号明細書
【特許文献３】米国特許第７，６１５，５１９号明細書
【特許文献４】米国特許第６，６４２，１８７号明細書
【特許文献５】国際公開第２００６／０４４４１１号
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　開示されている技術は、さらに、内燃機関に前述の潤滑組成物を供給することによって
、内燃機関を潤滑する方法を提供する。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　（ａ）潤滑粘度の油と、
（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり約２０～約３００重量
部のチタンと、
（ｃ）油溶性モリブデン含有材料の形態における１００万重量部当たり約４０～約５００
重量部のモリブデンと、
（ｄ）約０．３～約３重量パーセントのヒンダードフェノール性酸化防止剤と
を含む潤滑組成物。
（項目２）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン（ＩＶ）アルコキシドもしくはチタン（ＩＶ）カ
ルボキシレートまたはその混合物を含む、項目１に記載の潤滑組成物。
（項目３）
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　前記油溶性チタン含有材料が、チタン（ＩＶ）イソプロポキシドもしくはチタン（ＩＶ
）２－エチルヘキソキシドまたはその混合物を含む、項目１または項目２に記載の潤滑組
成物。
（項目４）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン改質分散剤を含む、項目１または項目２に記載の
潤滑組成物。
（項目５）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドとヒドロカルビル置換無水コハク酸
との反応生成物を含む、項目１または項目２のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目６）
　前記チタンの量が、１００万重量部当たり約５０～約１４０重量部である、項目１から
５のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目７）
　前記油溶性モリブデン含有材料が、モリブデンヒドロカルビルジチオカルバメートを含
む、項目１から６のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目８）
　前記モリブデンの量が、１００万重量部当たり約７０～約１５０重量部である、項目１
から７のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目９）
　前記ヒンダードフェノール性酸化防止剤が、ヒンダードフェノール性エステル酸化防止
剤を含む、項目１から８のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目１０）
　前記フェノール性酸化防止剤の量が、約０．７～約２．０重量パーセントである、項目
１から９のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目１１）
　前記組成物中のリンの量が、１００万重量部当たり約１０００重量部未満である、項目
１から１０のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目１２）
　前記潤滑組成物中の前記チタンの量が、１００万重量部当たり約５０～約１４０重量部
であり、前記潤滑組成物中の前記モリブデンの量が、１００万重量部当たり約７０～約１
５０重量部であり、前記ヒンダードフェノール性酸化防止剤が、ヒンダードフェノール性
エステル酸化防止剤を含み、約０．７～約２．０重量パーセントの量で存在し、前記潤滑
組成物中の前記リンの量が、１００万重量部当たり約１０００重量部未満であり、前記油
溶性チタン化合物がチタンアルコキシドを含む、項目１から１１のいずれかに記載の潤滑
組成物。
（項目１３）
　（ｅ）耐摩耗剤、および
（ｆ）分散剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさらに含む、項目１から１２のいず
れかに記載の潤滑組成物。
（項目１４）
　（ｇ）前記組成物に対して１００万重量部当たり約１００～約２０００重量部のナトリ
ウムを付与する量のナトリウム含有清浄剤をさらに含む、項目１から１３のいずれかに記
載の潤滑組成物。
（項目１５）
　（ｈ）約０．１～約２．０重量パーセントの、ヒドロキシカルボン酸またはそのエステ
ル、アミド、イミドもしくは塩、または複数の先の官能基を有するその誘導体を含む成分
をさらに含む、項目１から１４のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目１６）
　（ａ）潤滑粘度の油と、
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（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり約２００～約２０００
重量部のチタンと、
（ｈ）約０．１～約２．０重量パーセントの、ヒドロキシカルボン酸またはそのエステル
、アミド、イミドもしくは塩、または複数の先の官能基を有するその誘導体を含む成分と
を含む潤滑組成物。
（項目１７）
　前記（ｈ）の成分が、酒石酸、リンゴ酸、グリコール酸もしくはクエン酸またはそのエ
ステル、アミド、イミド、もしくは塩を含む、項目１６に記載の潤滑組成物。
（項目１８）
　前記（ｈ）の成分が、オレイル酒石酸イミドまたは酒石酸と、約８～約１８個の炭素原
子を有する１つもしくは複数のアルコールとのジエステルを含む、項目１６に記載の潤滑
組成物。
（項目１９）
　（ｇ）Ｔｉ含有清浄剤以外の金属含有清浄剤をさらに含む、項目１６から１８のいずれ
かに記載の潤滑組成物。
（項目２０）
　前記金属含有清浄剤が、ナトリウム含有清浄剤を含む、項目１９に記載の潤滑組成物。
（項目２１）
　前記ナトリウム含有清浄剤が、前記潤滑組成物に対して１００万重量部当たり約１００
～約２０００重量部のナトリウムを付与する、項目２０に記載の潤滑組成物。
（項目２２）
　（ｃ）油溶性モリブデン含有材料の形態における１００万重量部当たり約４０～約５０
０重量部のモリブデンをさらに含む、項目１６から２１のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目２３）
　（ａ）潤滑粘度の油と、
（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり約２０～約２００重量
部のチタンと、
（ｇ）前記組成物に対して１００万重量部当たり約１００～約２０００重量部のナトリウ
ムを付与する量のナトリウム含有清浄剤と
を含む潤滑組成物。
（項目２４）
　前記油溶性チタン含有材料が、約２０，０００未満の数平均分子量を有する、項目１か
ら２３のいずれかに記載の潤滑組成物。
（項目２５）
　内燃機関に、項目１から２４のいずれかに記載の潤滑組成物を供給するステップを含む
、前記内燃機関を潤滑する方法。
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